
第１学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２３年９月８日（木）５校時 

児 童 １年（男９名 女５名 計１４名） 

指導者 菊 池 ひとみ 

１ 単元名   たしざん（東京書籍） 

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

    本単元の主な目標は「１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を理解し、確実にでき 

   るようにするとともに、それを用いることができるようにする」である。加法計算は、これまで 

に１位数＋１位数、１０＋１位数などの計算で、いずれも繰り上がりのない計算を扱ってきた。 

また、前単元では３口の加法を取り上げたが、これは本単元の繰り上がりのある計算に有効には 

たらくことを意図したものである。本単元では、上記の学習をもとにして、繰り上がりのある加 

法計算の仕方を考えていく。 

ここで扱う計算は、被加数、加数ともに１位数であるが、１０に対する補数の見つけ方がポイ 

ントとなる。算数ブロックの操作によって、被加数と加数のどちらかから「１０のまとまり」を 

つくり、「１０といくつ」と考える計算方法を理解させる。そして、ブロック操作の仕方を言葉や 

式（さくらんぼ計算）で表現させることで、計算処理の意味理解を深めさせていく。 

    本単元での学習活動が、次学年以降で学習する加法計算の基礎となる。「計算の意味を理解する 

   こと」「計算の仕方を考えること」「計算に習熟し活用すること」の一連の活動を大切に扱ってい 

く必要がある。 

（２） 児童について 

児童は算数科の学習が好きで、意欲的に学習に取り組んでいる。作業や理解に時間がかかり、 

みんなと同じ問題数をこなせない児童や、自信のなさや語彙の乏しさから自分の考えをうまく伝 

えられない児童がいるものの、どの子も操作活動に興味をもち、与えられた課題は途中で投げ出 

すことなく最後まで取り組もうとする。机間指導やペアでの発表などにより自力解決能力・表現 

力を養ってきたが、まだまだ指導途中である。 

数と計算領域のこれまでの単元学習では、数カード、算数ブロックなどの操作活動を通して、

数の合成・分解を視覚的にとらえ、理解を深めてきた。第４単元「あわせていくつ ふえるとい

くつ」第６単元「１０よりおおきいかず」では、１２名の児童が評価テストで１００点とよい結

果であった。題意が自力では捉えられず、個別指導が必要だった児童は２名であった。 

右は、７月に行ったレディネステストの結果である。既習事項はしっかりと身についており、

未習問題についても正答率

は非常に高い。繰り上がり 

のある加法計算の答えを 

「１０のまとまり」をつく 

って求めた児童が６名おり、 

その他８名は数えたしで答 

えを求めていた。 

 

 問題の内容 正答率  

１ 

既習の加法計算。 

①７＋３ 

②１０＋８ 

③１４＋２ 

④９＋１＋５ 

  

  ９３％ 

１００％ 

  ９３％ 

１００％ 

２ ２０までの数の合成・分解。   ９６％ 

３ ３口の加法計算（文章問題）※７月の時点で未習   ９３％ 

４ 繰り上がりのある加法計算。（文章問題）※未習   ９３％ 



（３） 指導にあたって 

    本単元で扱う１位数どうしの繰り上がりのある加法計算では、被加数、加数のいずれかに着目 

し、着目した方の数の１０に対する補数を瞬時にとらえることが不可欠である。１０の合成・分 

解について反射的に答えられるようにしておく。 

 第１小単元では、計算の流れが自然である加数分解による繰り上がりのある加法計算について 

学習する。被加数の１０に対する補数を見つけやすいように、被加数が９、８、７の場合の順に 

取り上げていき、加数分解の計算方法を十分に理解させ、計算に慣れさせたい。計算の仕方をつ 

くり出す過程においては、算数ブロックを用いた操作を行わせ、操作に合わせて計算の仕方を言 

葉や式（さくらんぼ計算）で表現していく活動を十分に取り入れたい。 

第２小単元では、被加数分解の方法もあることを取り上げる。３＋９を、既習を生かして加数 

分解で計算する考え方の他に、１０のまとまりがつくりやすいことから被加数分解で計算する考 

え方も出てくると予想される。どちらの考え方でも答えは一致すること、１０のまとまりをつく 

っていることに気づかせ、「１０といくつ」とする方法は複数あることを理解させたい。その上で、 

自分の考えやすい方法で計算してよいことを知らせる。 

 第３小単元では、計算カードによる練習やゲーム遊びによる習熟を図る。１位数どうしの繰り 

上がりのある加法計算は、今後学習していく加法計算の基礎となる内容である。ある程度反射的 

に答えが求められるようになるまで、いろいろな形式で楽しみながら計算練習に取り組ませたい。 

 

３ 系統性（教材の関連図） 

 

      第１学年                            第２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③いくつといくつ 

・１０までの数の構成 

⑥１０よりおおきいかず 

・１０＋５、１２＋３ 

④あわせていくつ  

ふえるといくつ 

・加法の意味（合併・増加） 

・和が１０以内の加法 

・０の加法 

⑯２０よりおおきいかず 

・５０＋２０、３０＋５、 

２５＋３など 

⑫たしざん 

・繰り上がりのある加法 

③たし算のひっ算 

・２位数＋１、２位数＝２位数 

・加法の筆算形式 

⑥３けたの数 

・数の構成に基づく加法計算 

⑩３つのかずのけいさん 

・３口の加法、減法との 

混合 

⑱ずをつかって 

かんがえよう 

・順序数の加法 

・異種量の加法 

・求大 

⑨たし算とひき算のひっ算 

・２位数＋１、２位数＝３位数 

⑯たし算とひき算 

・減法逆の加法 



４ 単元構想 

単
元
の
目
標 

 

＜関心・意欲・態度＞・既習の加減計算や数の構成を基に、１位数どうしの繰り上がりのある加法 

計算の仕方を考えようとしている。 

＜ 数学的な考え方 ＞・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え、操作や言葉など 

を用いて表現したり工夫したりすることができる。 

＜  技   能  ＞・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実にできる。 

＜  知識・理解  ＞・１０のまとまりに着目することで、繰り上がりのある加法計算ができるこ 

とを理解する。 

 

時 目    標 評  価  規  準 

①９＋４のけいさん 

１ 
・１位数どうしの繰り上がりのある加

法計算で、加数を分解して計算する

方法を理解する。 

関 既習の加減計算や数の構成を基に、９＋４の計算の仕

方を考えようとしている。 

２ 
考 ９＋４などの計算の仕方を考え、操作や言葉などを用

いて説明することができる。 

３ 

・前時までの学習をふまえ、１位数ど

うしの繰り上がりのある加法計算

で、加数を分解して計算する方法の

理解を確実にする。 

考 ８＋３などの計算の仕方を考え、算数ブロックの操作

や言葉などを用いて説明している。 

４ 
技 被加数が９・８の場合において、加数分解による計算

が確実にできる。 

５ 

知 被加数が７～５の場合でも、１０のまとまりをつくれ 

ばよいことを理解している。 

技 加数分解による計算が確実にできる。 

②３＋９のけいさん 

１ 

(本時) 

・１位数どうしの繰り上がりのある加

法計算で、被加数を分解して計算す 

 る方法を理解する。 

考 被加数、加数の大小に関係なく、１０のまとまりをつ

くることに着目して計算の仕方を考え、算数ブロック

の操作や言葉などによって説明している。 

２ 

・１位数どうしの繰り上がりのある加

法計算で、被加数を分解する計算の

仕方についての理解を深める。 

知 １位数どうしの繰り上がりのある加法計算は、１０の

まとまりをつくればよいことを理解している。 

③かあどれんしゅう 

１
～
５ 

・加数の計算能力を伸ばす。 
技 １位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実に

できる。 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

    １位数どうしの繰り上がりのある加法計算で、被加数を分解して計算する方法があることを知 

り、計算の仕方についての理解を深める。 

（２）本時の評価規準 

考  被加数、加数の大小に関係なく、１０のまとまりをつくることに着目して計算の仕方を考え、 

ブロック操作や言葉などによって説明している。 

（３）研究の視点 

  ・ 「つくる」場において、どのようにして答えを出したのかが分かるよう、算数ブロックによる 

操作活動をした後、それを図や言葉で表現させる。 

  ・ 「つたえあう」場において、ペアで考えを発表し合い、どの子にも相手意識をもって説明する 

機会を与える。また、全体での話し合いで「○はやい○かんたん○せいかく」という観点を与える 

ことにより、算数的よさに気づく力を伸ばしていく。 

（４）展  開 

過
程 

学習活動（○）と児童の反応（・） 時
間 

○指導上の留意点  □評価 

・めざす表現活動 

つ
か
む 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

○ 立式する。 

 ・しき ３＋９ 

 ○ 前時までとのちがいをみつける。 

 ・＋（たす）の左にある数字が小さい。 

 

２ 課題を把握する。 

 

 

７

分 

 

 

 

 

 

 

 

○ それぞれのパックに入っている卵の個

数を、算数ブロックで表させる。 

 

○ 壁面掲示を使い、前時までは被加数の

方が大きく、加数分解により１０のまと

まりをつくって計算してきたことを想起

させる。 

 

つ
く
る 

３ 見通しをもつ。 

 ・答えは１０より大きくなる。 

 ・１０のまとまりをつくればよさそう。 

 

４ 自力解決をする。 

 ・加数分解。  

                      ９ 

  □□□ ← □□□□□□□ □□ 

   ３       ７         ２ 

     ９を７と２にわける。 

     ３と７で１０。 

１０と２で１２。 

 ・被加数分解。 

３ 

  □□ □  □□□□□□□□□ 

     ２  １      ９  

     ３を２と１にわける。 

     １と９で１０。 

     １０と２で１２。 

８

分 

 

 

 

 

 

○ パックに入った卵（具体物）に目を向

けさせ、どちらに１０のまとまりをつく

ればよいか考えさせる。 

 

 

 

・ 算数ブロックを操作し、３＋９の計算 

の仕方を考えている。 

・ ノートに自分の考え方を図や言葉でか

いている。          表現１ 

 

 

○ １０のまとまりをつくることができず

にいる児童には、一緒にブロック操作を

しながら、被加数３と加数９のどちらが

１０にしやすいか考えさせる。 

  

 たまごは あわせて なんこですか。 

けいさんの しかたを かんがえましょう。 

３＋９の けいさんの しかたを  

かんがえよう。 



つ
た
え
あ
う 

５ 学び合う。 

 ○ 各自の考え方を発表する。 

（ペアで→全体で） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 加数分解、被加数分解、それぞれのやり

方をどちらもブロック操作し、経験する。 

 

 

 ○ 共通点などについて話し合う。 

  ・ どちらも答えは１２になっている。 

 ・ どちらも１０のまとまりをつくって考え 

ている。 

 ・ ９を７と２に分けるよりは、３を２と１ 

に分ける方が簡単。 

 ・ 大きい数の方に１０のまとまりをつくる 

方がはやい。 

20

分 

 

 

 

○ 隣の子とペアで互いに発表し合うこと

により、どの子にも自分の考えを説明す

る経験を積ませる。 

 

○ 被加数分解の考えについては、なぜ３

を２と１に分けたのかも説明させる。 

 

・ どのように答えを出したのか、相手に

分かるように順序立てて説明している。 

     表現２ 

 

考 被加数、加数の大小に関係なく、１０ 

のまとまりをつくることに着目して計算 

の仕方を考え、ブロック操作や言葉など 

によって説明している。（ノート・発表） 

 

・「○はやい○かんたん○せいかく」という観

点で２つの方法を比べ、どちらの方法が

よりよいと思うか自分の意見を話してい

る。            表現３ 

 

ま
と
め
る 

６ まとめる。 

○  課題についてまとめる。 

  

 

 

○ 計算の仕方をまとめる。 

・ ９はあと１で１０。 

・ ３を２と１にわける。  ３＋９＝１２ 

・ ９に１をたして１０。     ⑩ 

・ １０と２で１２。    2  1 

○ 適用問題でたしかめる。 

 ・ ２＋９ 

 ・ ３＋８ 

 ・ ４＋９ 

  

７ 振り返る。 

 ○ 今日の学習で分かったことを発表する。 

 ・ 小さい数を分けて、大きい数の方に１０ 

をつくることが分かった。 

 ・ 最初の数を分けて計算してもいいことが 

分かった。 

○ 理解度を３段階のマークで表す。  

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 加数分解を否定するのではなく、新し 

い考えとして被加数分解を価値づけて 

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 答えを求めるのではなく、加数分解と

被加数分解のどちらで解くのか考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

３＋９のけいさんは、３を２と１にわけ

て １０のまとまりを つくる。 



６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 色紙が７８枚あります。この色紙を１人に１９枚ずつ

分けると、何人に分けられて、何枚あまりますか。 
３＋９のけいさんのしかたを 

かんがえよう。 

３＋９のけいさんは、３を２と１に

わけて１０のまとまりをつくる。 

３ ＋ ９ ＝ １２ 

        ⑩ 

  ２ １ 

しき ３＋９＝１２ 

こたえ  １２こ 

 

・こたえ １０よりおおきい。 

・１０のまとまりをつくる。 

・ブロック→ずやことば 

 

 たまごは あわせて なんこですか。 

けいさんの しかたを かんがえましょう。 

＜９をわけるかんがえかた＞ 

           ９ 

 

□□□ ← □□□□□□□ □□ 

 ３       ７     ２ 

 

３ ＋ ９ ＝ １２ 

⑩ 

   ７ ２ 

＜３をわけるかんがえかた＞ 

  ３ 

 

□□ □ → □□□□□□□□□ 

２   １       ９ 

 

 ３ ＋ ９ ＝ １２ 

     ⑩ 

２ １ 

たしかめもんだい 

２ ＋ ９    ３ ＋ ８    ４ ＋ ９ 

 

  １ １      １ ２      ３ １ 

-1
2

- 


